第４学年　　「特別の教科　道徳」学習指導案

　           　　　   　

１　主　　　題　　心と心を重ねて　　　　B　親切、思いやり

２　資　　　料　　「心と心のあくしゅ」 出典　教育出版　はばたこう明日へ　　
３　本時の指導　（１／１）　

（１）ねらい      おばあさんのために、何ができるかを考えているぼくの気持ちについて話し合うことをとおして、本当の親切とは何かを考え、相手のことを思いやろうとする判断力を育てる。
（２）準　備

   　   教師…デジタル教科書、読み物資料、掲示用挿絵、ワークシート

（３）指導過程
　　…基本発問　　　　　…中心発問　　　　…補助発問
	区分
	学　習　活　動
	主な発問と予想される児童の意識
	指導の手立て

	気

付

く
５

分
	１　これまでの経験を想起する。

	○　親切にしたり、されたりしたことはありますか。
・早退する友達の帰り支度をしてあげた。
・重いものを持っているときに、一緒に持ってあげた。
　・鉛筆を落とした時、拾ってくれた。
	・　今までの自分の生活を振り返ることで、資料に関心をもたせる
・　「相手を思いやることの大切さ」について考えさせる。

	深

め

る

３５

 分
	２　勇気を出して声をかけたのに、断られたぼくの気持ちを考える。
・
・
・
３　ぼくがしばらく考えてからとった行動の理由を考える。
・
・
・

・
・
・

４　資料名「心と心のあくしゅ」の意味を考える。
	おばあさんに声をかけたあと、ぼくはどう
して残念に思ったのでしょう。
・せっかく手助けしたかったのに。
　・なんで断るんだろう。
　・声をかけないほうがよかったのかな。
・

ぼくがしばらく考えて、そっとおばあさんの後ろについて歩くことにしたのはどうしてでしょう。
・「何かあれば声をかけよう」と思っていたから。
  ・「おばあさん、がんばってね。」という気持ちだったから。
　・「いざというときは、力になるからね」と思ったから。
「心と心のあくしゅ」とは、どういうことなのでしょう。
・気持ちと気持ちで握手をすること。
　・相手を思いやって助けてあげること。
	・　デジタル教科書で資料の序盤（最初～P10L4）を範読する。
・　声をかけるのにも勇気がいることを共感させてから考えさせる。
・　デジタル教科書で資料の中盤（P10L5～P11L13）を範読する。
・　ぼくの行いが、おばあさんを思いやっているからこそできることであるということを理解させる。
・
・

・　デジタル教科書で資料の終盤（P11L14～最後）を範読する。
・　親切のかたちは一つではないということを考えさせ、心と心が握手することの意味について自由に考えを発表させるようにする。

	振
り
返
る
５分
	５　本時の振り返りを　する。


	〇　本当の親切とは何か、自分の考えをまとめましょう。
	・　相手の状況や気持ちを考えて思いやることが、本当の親切であることを自分の言葉でまとめさせる。


（４）評　価

    　  相手のことを思いやり、自分にできることは何かを考え、親切にしようとする意欲を高めることができたか。
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